
基本目標（１）　人を惹きつける学びあふれるまち　　～地方への新しい人の流れをつくる～

（ア）教育

（指導室）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

90%

90% 90%

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

（イ）観光・イベント

～長井浜公園～ （都市政策課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

28,161人

12,000人 14,000人

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

（商業観光課）
評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

— ５か所

事業開始 ４か所

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート

有識者会議での外部評価

1

学校満足度調査
「学校は楽しい・どち
らかと言えば楽しい」
と回答した児童生徒の
割合

年度末に行う学校評価における基礎資
料となる児童生徒アンケート結果から
積算

令和2年度当初に新型コロナウイル
ス感染症拡大に伴う臨時休校があっ
たが、授業や学校行事は工夫され実
施されていることから、各校からの
積算データでは、目標値の達成が図
られている。

指標名(単位) 基準値 積算方法 進捗状況及び内部評価

有識者会議での外部評価 備考

指摘なし

備考

指摘なし

長井浜公園の担当課変更

R2　都市政策課
R3　土木課

積算方法 進捗状況及び内部評価
実績値

積算方法

公共施設等へのサイクルステーション
の新規の設置箇所

Ｒ2年度より事業を開始し、サイク
ルツーリズムの施策展開を行ってい
る。県、県観光連盟、北九州地区観
光協議会等と連携を図りながら、Ｒ
3年度の施策を推進し、ＫＰＩに設
定しているサイクルステーションの
設置を本格化させていきたい。

実績値
進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価

3
サイクルステーション
の設置数

新規

2 年間施設利用者数 新規 年間施設利用者から算出
TVCM等の影響もあり供用開始から
目標値を大きく上回ることになっ
た。

備考

86% 86% 89% 92%

目標値について、なぜ100%の設定としてい
ないのかというところが気になる。なかなか
100％になることは難しいとは思われるが、
目標としてはそういう形で設定してほしい。
またそうでなかったという10％について
は、継続して見守っていく必要があると思わ
れる。どのようなところがそう思わないのか
などの洗い出しやその子たちに対するケアな
ど頑張ってもらいたい。

実績値

指標名(単位) 基準値

指標名(単位) 基準値

89%
(H30年度)

1 



「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート

（イ）観光・イベント （スポーツ振興課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

0

毎年
10,000人

毎年
10,000人

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】

【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】 （商業観光課）

360,819
ＰＶ

400,000
PV

380,000
ＰＶ

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

備考

202,523PV 252,000PV
市の観光PRポータル
サイトのアクセス数

新型コロナウィルス感染症の拡大の
影響から、Ｒ2年度春～夏のアクセ
ス数が伸びなかった。また市を代表
する大型イベントやスポーツイベン
トが開催中止となったことも影響し
ていると考える。

積算方法
実績値

進捗状況及び内部評価

指摘なし5

4

252,000P
V

(H30年度)

観光ポータルサイトのアクセス解析
ツールを利用し、アクセス数を集計

112,679PV

指標名(単位) 基準値 有識者会議での外部評価

平成27年度より事業展開してきた
ビーチバレー大会、マラソン大会に
ついて、令和２年度は新型コロナウ
イルス感染症の影響により中止と
なった。ビーチバレー大会は、R1年
度よりプロ大会がなくなったことも
あり、参加者は減少したが、平時に
ビーチバレーを楽しむために近隣市
町村から長井浜へ訪れる人は増えて
いる。今後、大会に合わせビーチバ
レー教室等を企画するなど、参加者
がビーチスポーツに触れる機会を創
出し、長井浜公園と併せた日常的な
交流人口の更なる増加を図る。マラ
ソン大会は、地元企業の協賛・ボラ
ンティア数も増加しており、地域の
イベントとして定着してきている。
2020大会は5回記念大会であった
ため、Tシャツやオリジナルタオル
などの参加賞をブラッシュアップし
た他、警備やシャトルバスの便数を
増やし、ランナーが安全かつスムー
ズに参加できるよう改善したこと
で、実施後のアンケート調査でも
「また参加したい」が98％と高評価
を得た。今後、さらに運営や事前周
知に工夫を凝らし、イベント面の強
化を行い、行橋市の魅力発信・ビー
チスポーツの拠点化を推進すること
で、年間を通した交流人口の向上に
努める。

指摘なし

355,200PV

ビーチスポーツ・マリ
ンスポーツを通しての
集客人数

7,874人
(R１年度)

ビーチバレー集客者数（大会通じて）
マラソン参加者数
マラソン沿道応援者数
マラソンボランティアスタッフ数

7,045人 7,763人 8,535人 7,874人
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「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート
（ウ）移住・定住

（総合政策課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

▲191人

39人 39人

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

※京築地域内の
転入・転出は除く

実績値

6 行橋市への移住者数
39人

(H30年度)
各年の住民基本台帳べースでの

転入数－転出

令和2年度の第2次より新たに設けた
指標であるが、最初からかなり厳し
い数値となっている。転出超過の原
因は、主に若者世代（20代～30
代）の人口流出が多かったためであ
り、今後新たな施策等によりこの世
代の人口流出を食い止める必要があ
ると思われる。移住・定住施策をは
じめとして、各種施策の充実を図れ
るよう他課と協議を行いながら、連
携を図っていきたい。

総合戦略の根幹に関係する指標であり、
検証はかなり難しいと思われる。若者の
転出超過が原因と考えられているのなら
ば、その若者が転出するきっかけとなっ
たのは何なのかなど細かい原因の洗い出
し・分析が必要だと思う。
他に、外国人に対する施策を講じること
により流入を増やすことでこの指標に寄
与することもできると思うため、頑張っ
てもらいたい。

指標名(単位) 基準値 積算方法 進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価 備考

3 



「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート
（エ）農産物・水産物の開発・高付加価値化

（農林水産課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

累計
16人

累計
14人

累計
18人

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

積算方法 進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価 備考

7 新規就農者数
11人

（平成30年
度）

行橋市青年就農給付金給付要綱に基づ
く経営開始型の青年就農給付金を受給
した者の数（積算累計値）第5次行橋
市総合計画の目標値ベースを採用

　農業振興施策の最重要課題として
関係機関と連携し、京築で開催され
る就農相談会へ参加しブースを設置
してＰＲ（年1回　8月）活動を行っ
た。また、パンフレット等によるＰ
Ｒ活動を実施し、新規就農者の獲得
に向け取り組みを強化している。
　令和２年度は３名の新規就農者を
獲得した。

指摘なし

指標名(単位) 基準値
実績値

累計
8人

累計
9人

累計
11人

累計
13人

4 



「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート
（オ）まちなか活性化

（文化課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

応募件数
32件

・
イベント
参加者数
442人

イベント
参加者数
3,783人

イベント
参加者数
1,400人

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

（生涯学習課）

190,406人 200,000人

150,000人 180,000人

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

8

来館者数

　令和２年４月にリブリオ行橋（図書館
等複合施設）は開館しました。開館直後
にはコロナ禍による臨時休館となったり
開館再開後にも感染症対策として利用制
限を余儀なくされたりすることもありま
したが、非常に多くの皆様にご利用いた
だきました。来館者数値目標は１５万人
でしたが、１１月には１０万人を突破
し、昨年度末時点では目標値を大きく上
回る約１９万人の方にご利用していただ
きました。
　今年度も指定管理者への適切なモニタ
リングを引き続き実施し、利用者サービ
スの向上を促すことで多くの方にご来館
いただけるように努めてまいります。

進捗状況及び内部評価積算方法

9

指標名(単位) 基準値 有識者会議での外部評価 備考
実績値

コスメイトの際とリブリオに移転し
てからの実績値の出し方が違うた
め、評価し辛い。図書館部分の利用
が何人。それ以外が何人という風に
報告してほしい。
高い目標値に対して、高い実績値な
のは大変喜ばしいと感じる。コロナ
渦の現状でたくさんの来館があると
いうことは、必要とされている施設
であるとも思うため、今後も感染対
策をしっかり行い、運営を頑張って
もらいたい。

図書館（複合施設）
の利用客数

図書館
貸出利用

85,989人

視聴覚
貸出利用

14,598人

合計
100,587人
(H30年度)

行橋公募彫刻展への
応募件数及びイベント
参加者数

ｲﾍﾞﾝﾄ参加者
数

3,644人
(H30年度)

○図書館
　貸出利用
  92,374人

○視聴覚
　貸出利用
  16,649人

計
109,023人

　図書館利用者130,000
人
　ホール利用者38,900人
　交流スペース16,300人
　託児施設3,600人
　（旧ミラモーレ跡地活用
　検討事業基本構想より）

　　【目標値変更理由】
　令和2年度実績が目標値
以上の数値となったため、
目標値を上方修正しまし
た。

国際公募彫刻展に対する応募件数
ｲﾍﾞﾝﾄ参加者数

　今回で第3回を迎えたゆくはし国
際公募彫刻展「ゆくはしビエンナー
レ2021」は今回に限り、没後100
年を迎えた行橋出身の末松謙澄を募
集したところ、世界6ヶ国、32点の
作品の応募をいただきました。その
中で大賞作品1点、市民賞子ども大
賞は市民投票により決定しました。
大賞作品についてはJR九州の協力も
あり行橋駅構内に設置されました。
現在の未曽有の災禍で先が見通せな
い日々が続きますが、行橋駅に設置
することで、この行橋から世界に向
かって羽ばたこうとする若者の背中
を押して勇気づける意味が込められ
た素晴らしい作品が設置できたと思
います。ビエンナーレ関連イベント
においてはコロナによりWS、アー
トフォーラムは中止になりました。
本展授賞式、除幕式もコロナの感染
拡大防止を鑑みて、規模を縮小し実
施しました。コロナ禍の中でも行橋
の魅力度向上につなげることができ
ました。

指摘なし

○図書館
　貸出利用
  91,588人

○視聴覚
　貸出利用
  15,394人

計
106,982人

○図書館
　貸出利用
  85,989人

○視聴覚
　貸出利用
  14,598人

計
100,587人

○図書館
　貸出利用
  58,047人

○視聴覚
　貸出利用
  10,020人

計
68,067人

応募件数
56件

・
イベント
参加者数
2,042人

応募件数
31件

・
イベント
参加者数
1,718人

イベント
参加者数
3,644人

応募件数
32件

・
イベント
参加者数
1,235人

5 



「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート
（カ）就労支援

（総合政策課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

累計14回
・351名

累計17回・
470人

累計16回
・371名

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

基本目標（２）　子ども育みを支えるまち　　～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

（ア）教育

（指導室）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

90%

90% 90%

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

（指導室）

10校

10校 10校

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

（イ）結婚

（総合政策課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

0人

50人 100人

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

いじめ・不登校等の
問題行動の予防プログ
ラムの実践校

８校
(H30年度)

市内１７校中の実施校数

10

12

11

学校満足度調査
「学校は安心して学べ
る環境であると思う・
どちらかと言えばそう
思う」
と回答した保護者の割
合

88%
(H30年度)

年度末に行う学校評価における基礎資
料となる保護者アンケート結果から積
算

指標名(単位)

13
出会いのイベント
参加者

５回・
３７５人

(H30年度)
出会いのイベント参加者の累計値

子どもを取り巻く環境の多様化によ
り、子どもの内面を理解することが
難しい状況になったことから本調査
の価値が高まり、講師派遣研修を
伴った活用を希望する学校が着実に
増えている。

講師が訪問できる校数が年間で10校と
いうことでそれが目標値になっていると
いうのはわかった。複数年度ですべての
学校を回っているとのことなのでこの状
況が続き、このプログラムが教育に活か
されるよう頑張ってもらいたい。
KPIの目標値としてはわかりにくいもの
となっているので、少し見直しが必要と
思われる。

令和2年度当初に新型コロナウイル
ス感染症拡大に伴う臨時休校があっ
たが、各校からの積算データでは、
おおむね目標値の達成が図られてい
る。

指摘なし

指標名(単位) 基準値 積算方法 進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価 備考

指標名(単位) 基準値 積算方法 進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価 備考

令和２年度実績は、市民向け（主に
男性向け）家事参加・子育て講座を
1回、参加人数18人。事業者向けセ
ミナーは、コロナ禍のため実施でき
なかった。
　参加者からは一定の評価を得てい
るが、参加人数は増えていない。コ
ロナ禍ではあるものの、興味・関心
が高い講座をリサーチし、世代に見
合う広報活動を積極的に取り入れる
必要がある。

実績値

累計11回
・278人

累計13回
・333名

指摘なし

実績値

累計2回
・174人

累計3回
・256人

備考基準値 積算方法 進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価
実績値

ワーク・ライフ・バラ
ンスの啓発（セミナー
回数・参加人数）

１１回・
２７８人

(H30年度)
セミナー回数・参加人数の累計値

コロナ渦において、なかなか開催が
できなかったというのはわかった。
今後も同様の状況となる思われる
が、なるべく開催ができるように創
意工夫をし、頑張ってもらいたい。

KPIの設定全般について、単年で何
回開催でき、何人参加したのかの指
標とすべきだろうと考える。累計と
するとわかりにくい。

累計3回
・35人

累計7回
・185人

1校
（17校）

5校 8校 1０校

累計5回
・375人

累計6回
・431人

新型コロナウィルス感染症拡大防止
の観点からイベント自体を自粛し
た。今後もイベントの開催が難しい
ことも想定されるため、たとえばオ
ンラインによるなどの新しい形の出
会いイベントの開催を模索していき
たい。

87% 88% 88% 90%

新型コロナウイルス感染症
の感染状況に気を配りなが
ら、可能な限り積極的に講

座を開催したい。
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「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート
（ウ）出産・子育て

（子ども支援課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

160人 90人

50人 0人

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

（子ども支援課）

累計
1箇所

0箇所

累計
1箇所

累計
１箇所

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

累計
401名

累計
450名

累計
500名

累計
620名

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

84%

100% 99%

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

生後4か月までの家庭訪問（概ね生後2
か月）を実施している。令和元年度は前
年度の出生児にも訪問したため100％を
超えたが、令和2年度はコロナ感染症に
より、訪問を中止した時期があったこと
や、保護者からキャンセルがあった影響
で訪問件数が下がった。訪問できなかっ
たケースは電話等で支援を実施した。訪
問を受けて良かったという意見は９８％
であった。

16
ファミリーサポート
センター登録者数

212名
子育ての支援を受けたい会員と
子育ての支援を行いたい会員の
登録者数の総計

14
3月1日時点の待機児童
数

130人
（Ｈ31.3.１時

点）
各年度３月１日時点での待機児童数

指標名(単位) 基準値 積算方法

累計
376名

ファミリーサポートセンター事業は平成29
年11月に開始。子育ての支援を受けたい人
（おねがい会員）と子育ての支援を行いたい
人（サポート会員）が会員登録をし、会員が
相互に援助活動を行うための調整を行う事業
である。令和２年度はコロナの影響により、
周知の場である乳幼児健診が減少し、目標を
達成できなかったが、利用者の満足度は高い
と見受けられる。今後も事業の周知に努め、
会員数を増やしていきたい。

（子ども支援課）

（子ども支援課）

R3年度に小規模保育事業
所が4箇所新規開設したた
め、その事業所の分は待機
児童数も減少すると見込ま
れるが、３月時点での０人
は非常に厳しいので目標値
を修正したい。

有識者会議での外部評価 備考

例年３月には待機児童が120人～160
人発生しているが、R3年度に小規模保
育事業所が４箇所新規開所したことによ
り、待機児童数の減少が見込まれる。ま
た、R2～R4にかけて、計画的に保育所
整備（大規模修繕、増築）を行ってお
り、定員増を図ることで、待機児童数の
減少が見込まれる。

0名
累計
56名

累計
212名

15 子どもの遊び場の確保数（新規設置）
R2.4に開館したリブリオ行橋内に、
一時預かり保育施設とプレイルーム
があります。

指摘なし

指摘なし

新規の子どもの居場所
（遊び場）設置数

新規

コロナの影響により、下方
修正したい。

17
乳児家庭全戸訪問件数
の割合

99% 出生数に対する訪問数の割合 99%

コロナの影響により訪問件
数は目標達成は困難。その
ため訪問及び電話支援での
対応などの満足度を評価と
したい。

ほぼ100％訪問できているのは大変
良いことだと思う。今後も同様に事
業を継続していってほしい。

99%

累計１箇所を目標値とする
ため、新規設置の目標値と
しては0箇所に修正した
い。

指摘なし

進捗状況及び内部評価
実績値

99% 102%
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「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート
（エ）就労支援

（子ども支援課・学校管理課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

11,724人 13,688人

13,999人 14,475人

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

18
12,472人
（平成30年

度）

アンファン利用者
Ｒ２　991人
Ｒ３　200人
Ｒ４　980人
Ｒ５　969人
Ｒ６　959人

児童クラブ利用者
Ｒ２　13,008人
Ｒ３　13,488人
Ｒ４　13,968人
Ｒ５　14,448人
Ｒ６　14,488人

進捗状況及び内部評価指標名(単位) 基準値 積算方法

子どもの預かり制度の
利用者数

※子ども支援課・学校
管理課で協議

有識者会議での外部評価 備考

【子ども支援課】
アンファンの令和2年度について
は、新型コロナウィルスの影響によ
り閉鎖したり、利用自粛が多かった
ため、利用者数が激減した。
児童クラブの令和2年度について
は、新型コロナウイルスを懸念し、
5月以降早い段階で退所者が例年に
比べ多かった。加えて、コロナの影
響による夏休み期間の短縮に伴い、
夏休みの拠点型を中止したため、利
用登録者数が年間で増加しなかっ
た。

【学校管理課】
令和2年度については、新型コロナ
ウイルスを懸念し、5月以降早い段
階で退所者が例年に比べ多かった。
加えて、コロナの影響による夏休み
期間の短縮に伴い、夏休みの拠点型
を中止したため、利用登録者数が年
間で増加しなかった。

指摘なし

R2はコロナの影響により
アンファン利用者は46人
と激減したため、下方修正
したい。

実績値

 10,995人 11,701人  12,472人 13,105人
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「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート
基本目標（３）　学びが仕事へ、仕事が子どもたちの学びへつながるまち　　～地方における安定した雇用を創出する～

（イ）就労・創業支援

（商業観光課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

９件 80件

60件 60件

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

備考進捗状況及び内部評価

市役所及び商工会議所への相談件数の
合計（累計値）

R2年度は新型コロナウイルス感染症
の影響もあってか、新規創業を試み
る事業主が多くなかったため、目標
に及ばなかった。Ｒ３年度は同感染
症収束後のビジネスチャンスを狙う
起業者の相談増が見込まれる。

実績値
有識者会議での外部評価

19 起業相談件数 指摘なし
69件

(H30年度)

指標名(単位) 基準値 積算方法

累計
21件

累計
48件

累計
69件

累計
71件

9 



「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート
（ウ）農産物・水産物の開発・高付加価値化

（農林水産課・商業観光課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

累計
15人

累計
16人

累計
16人

（１人）

累計
18人

（２人）

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

（農林水産課）

1,140トン

1,850トン 1,400トン

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

（農林水産課）

560千円

1,000千円 800千円

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

ー 0千円 600千円 800千円

　行橋市ブランドで取上げている、
牡蠣の加工品（牡蠣飯のもと、牡蠣
グラタン、牡蠣の薫製）3品につい
ては、平成29年度に完成した。平成
30年度には、異物感知機（Ｘ線）と
スチームコンベクションオーブンを
魚市場加工所に導入した。今後も労
働力の確保や安全安心な食品製造を
行い、牡蠣を中心とした水産業の活
性化に向け、牡蠣の加工品開発の売
上が増加するようＰＲや販路拡大を
図っていきたい。

指摘なし22

公設卸売市場の年間取扱量
第5次行橋市総合計画の目標値ベース
を採用

水産加工品（牡蠣）
の売上

600千円
(H30年度)

加工品開発した牡蠣の
年間の売上高

累計
3人

累計
15人

21 行橋市魚市場の取扱量
1,484トン
(H30年度)

累計
15人

実績値

20

農林水産業の新規の従
事者数

※農林水産課・商業観
光課で協議

15人
(H30年度)

「ゆくはしブランド」の商品に携わる
新規の従事者数（累計値）

「ゆくはしブランド」の商品に携わ
る従業者数は３年間増えていない状
況が続いている。ＫＰＩ増加のため
には、新たな特産品開発事業者の増
加が必要であると思うが、施策の方
向性として既存特産品のＰＲ・販路
拡大を目指しており、その施策推進
がＫＰＩ増加に資するよう、取り組
んでいきたい。

指摘なし

指標名(単位) 基準値 積算方法 進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価 備考

指摘なし

累計
3人

　令和２年度においては、新型コロ
ナウイルスの影響により魚市場の取
扱量は前年と比べ大幅に減少してい
る。今後、新型コロナウイルスの収
束を待ちつつ、販路拡大についても
更なる取組に努めていく必要があ
る。

1,480トン 1,453トン 1,484トン 1,838トン
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「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート
基本目標（４）　地域を支えあい、交流しあうまち　　～時代に合った地域をつくり、安全な暮らしを守るとともに地域と地域を連携する～

（ア）教育

※再掲 （指導室）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

90%

90% 90%

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

（イ）地域振興

※再掲 （商業観光課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

360,819
ＰＶ

400,000
PV

380,000
ＰＶ

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価 備考

進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価 備考

新型コロナウィルス感染症の拡大の
影響から、Ｒ2年度春～夏のアクセ
ス数が伸びなかった。また市を代表
する大型イベントやスポーツイベン
トが開催中止となったことも影響し
ていると考える。

指摘なし

指標名(単位) 基準値 積算方法

86% 86% 89%

指標名(単位) 基準値 積算方法

1

5
市の観光PRポータル
サイトのアクセス数

252,000P
V

(H30年度)

89%
(H30年度)

年度末に行う学校評価における基礎資
料となる児童生徒アンケート結果から
積算

令和2年度当初に新型コロナウイル
ス感染症拡大に伴う臨時休校があっ
たが、授業や学校行事は工夫され実
施されていることから、各校からの
積算データでは、目標値の達成が図
られている。

指摘なし

112,679PV 202,523PV 252,000PV 355,200PV

92%

実績値

実績値

観光ポータルサイトのアクセス解析
ツールを利用し、アクセス数を集計

学校満足度調査
「学校は楽しい・どち
らかと言えば楽しい」
と回答した児童生徒の
割合
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「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート
（ウ）共助社会

（秘書課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

①433,309ＰＶ

②市内割合
10.56％

③累計14,206
件

①235,000ＰＶ

②市内割合8％

③累計6,000件

①406,270ＰＶ

②市内割合
11.97％

③累計18,375
件

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

（総合政策課）

159件

100件 50件

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

いずれの目標値も達成することがで
きたのは、新型コロナウイルス感染
症・台風をはじめとする防災情報・
選挙関連など市民生活に影響のある
情報をタイムリーに発信したからだ
と思われる。今後も電子媒体の速報
性を活用し、効果的な情報発信に努
める必要性がある。

市内割合の指標については、見直し
が必要と考えられる。市HPをどのく
らい市民が活用しているかというこ
とを図る指標であると思うが、わか
りやすく、効果的にこの指標を図れ
るよう違う形で確認してもらいた
い。

進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価 備考

23
市ホームページ等の
広報閲覧数

新規

①市ホームページ閲覧数の月平均
②市内からのホームページアクセス割
合
③行橋市公式Facebook、
Instagramのフォロワー数、
ＬＩＮＥの登録者数

指標名(単位) 基準値 積算方法

新型コロナウイルス感染症
の関連情報を市ホームペー
ジに掲載しており、今後も
ワクチン接種等の情報への
アクセスが増えることが予
想される。
また、LINEの登録者数
年々は増えてきており、今
後も増加することが見込ま
れる。

実績値

24
多言語対応型
生活・住環境アプリ
ダウンロード数

新規
Ｒ１に開発した多言語対応型

生活・住環境アプリのダウンロード数
（日本人・外国人問わず）

令和2年度より運用を開始したが、
年度目標を達成でき、よかったと思
われる。今後はアプリの内容をより
便利なものへ変更していき、更なる
ダウンロード数の獲得に努めていき
たい。またアプリの保守費用等の捻
出のため、自走を意識した広告収入
の検討などについても今後考えてい
きたい。

目標値が少なく感じる。どの程度数
字がでればいいのかという評価はな
かなかし辛いとは思うが、前年度と
同等もしくはそれ以上を目標として
よいのではないかと思う。コンテン
ツ内容の改良などにより、アプリ使
用者の更なる獲得を期待する。
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「行橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る取組み効果・検証シート
（ウ）共助社会

（介護保険課）

評価年度 目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

累計
11団体

累計
11団体

累計
１２団体

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

椿市地域交流センター （生涯学習課）

評価年度 目標値
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

7,457人

24,000人 21,400人

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

（防災危機管理室）

10回

20回 20回

【上段左：R2実績値　上段右：修正する目標値】
【下段左：R2目標値　下段右：第2次からの目標値】

指標名(単位) 基準値 積算方法
実績値

進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価 備考

指摘なし

指標名(単位) 基準値 積算方法
実績値

進捗状況及び内部評価 有識者会議での外部評価 備考

累計
10団体

令和２年度は、生命保険会社に文書
依頼し、１団体ではあるが協力を得
る企業が増加した。今後、高齢者の
更なる増加に伴い、認知症高齢者の
増加も見込まれることから、引き続
き取り組みを推進する。

26 年間施設利用者数
20,612人
(H30年度)

公民館機能部分の利用者数と小売コー
ナー及びカフェの利用者数の合計値

20,612人 23,872人

　平成30年5月のセンター開館時よ
り、地域住民により組織された法人
による物販の運営及び同法人より委
託された業者によるカフェの運営を
行っていましたが、経営不振を理由
として令和元年12月末でカフェを休
止することとなりました。その後、
カフェの再開を目指していました
が、コロナ禍により令和2年度中の
再開には至りませんでした。
　令和3年度からは前述の法人によ
る指定管理者として公民館運営、施
設管理、カフェ・物販を一体的に行
うこととなりましたので、今後は指
定管理者へのモニタリング等を通
じ、地域の拠点となるよう努めてま
いります。

27 防災知識の普及啓発 新規 年間での啓発活動開催回数の累計値

令和２年度は新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため開催することが
難しく、目標回数に達することがで
きなかった。令和３年度は防災マッ
プの見直しを行ったので、コロナが
落ち着けば、洪水、高潮、津波、土
砂災害等からの被害軽減や市民の防
災意識向上を図るため積極的に開催
していく予定である。

指摘なし

非常に良い取り組みだと思う。内部
評価において、当該年度の実績（講
義内容など、何を行ったのか）を記
載してもらえるとわかりやすい。

25 見守りの連携企業数
９団体

(H30年度)
見守りの企業連携数の累計値

累計
6団体

累計
8団体

累計
9団体

13 


